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練馬区教育委員会

生　涯　学　習　課

（文化財係）

胤　5984－2442

〒176－8501

練馬区豊玉北6－12－1

例
年
1
月
2
6
日
は
　
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

で
す
。
毎
年
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
文
化
財

を
火
災
な
ど
の
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
全
国

各
地
で
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

戦
後
の
混
乱
の
中
で
、
経
済
的
基
盤
を
失

っ
た
文
化
財
の
所
有
者
ら
が
そ
れ
ら
を
売
却
、

あ
る
い
は
放
置
す
る
と
い
う
事
態
が
各
地
で

お
こ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
昭
和
2
4
年
（
一
九

四
九
）
　
1
月
2
6
日
、
法
隆
寺
金
堂
で
失
火

が
あ
り
、
千
三
百
年
の
歴
史
を
も
つ
世
界
最

古
の
木
造
建
築
に
描
か
れ
た
白
鳳
時
代
（
7

世
紀
半
ば
～
8
世
紀
初
め
）
　
の
壁
画
が
焼
損

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
翌
年
に
は
金

閣
寺
が
火
災
に
遭
う
な
ど
、
文
化
財
の
焼
損

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
年
、
こ
れ
ら
の
事
を
契
機
と
し
て
国

は
、
文
化
財
保
護
法
を
制
定
し
、
法
隆
寺
金

堂
修
復
が
完
了
し
た
昭
和
2
9
年
に
、
火
災
の

あ
っ
た
1
月
2
6
日
を
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

と
定
め
、
貴
重
な
文
化
財
が
火
災
等
で
失
わ

れ
な
い
よ
う
に
広
く
国
民
に
協
力
を
お
願
い

す
る
目
と
し
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
平
成
1

7
年
に
国
分
寺
市
の
埋

蔵
文
化
財
の
収
蔵
庫
が
火
災
に
あ
い
貴
重
な

遺
物
が
被
害
を
う
け
ま
し
た
。

練
馬
区
で
も
火
災
に
備
え
、
練
馬
・
光
が

丘
・
石
神
井
の
各
消
防
署
や
地
域
の
防
災
組

織
に
よ
る
防
火
訓
練
が
、
防
火
デ
ー
前
後
に

各
管
内
の
寺
社
等
で
行
わ
れ
ま
す
。

ど
な
た
で
も
自
由
に
見
学
で
き
ま
す
の
で
、

是
非
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

な
お
場
所
と
時
間
に
つ
い
て
は
、
ね
り
ま

区
報
1
月
2
1
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

南蔵院　　昨年の放水銃訓練本立寺　　昨年の一斉放水訓練

特
別
展
「
業
～
み
ち
の
く
の
浄
土
～
」

3
月
1
4
日
　
（
土
）
　
～
4
月
1
9
日
　
（
日
）

に
、
世
田
谷
美
術
館
で
開
催
さ
れ
る
展
覧
会

に
関
連
す
る
講
演
会
を
N
H
K
と
共
催
し
ま

す
。
参
加
者
に
は
展
覧
会
の
招
待
券
1
枚
を

差
し
上
げ
ま
す
。

・
日
時
　
2
月
2
0
日
（
金
）
　
柑
時
3
0
分
～

・
場
所
　
練
馬
公
民
館

・
講
師
　
世
田
谷
美
術
館
主
任
学
芸
且

石
井
　
幸
彦

二
署
員
　
2
9
0
名
（
抽
選
）

・
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
①
講
演
名
②
希
望
者

（
尋
）
の
住
所
・
氏
名
（
ふ
切

が
嘲
）
・
電
話
番
号
③
代
表
者
氏
名
の

住
所
を
ご
記
入
の
上
、
文
化
財
係
へ
お

申
込
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間

1
月
2
1
日
（
水
）
～
3
0
日
（
金
）
　
（
必

着
。
期
間
前
は
受
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
）

＊
在
勤
・
在
学
の
方
は
勤
務
先
や
学
校
の
住

所
も
合
わ
せ
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ね
り
ま
区
報
1
月
2
1
日
号
で
も
募

集
い
た
し
ま
す
。

国宝　中尊寺金色堂西北壇諸仏

中尊寺金色院蔵
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ハ
ケ
谷
戸
遺
跡
　
第
四
次
調
査
発
掘
調
査
速
報

昨
年
1
1
月
6
日
か
ら
1
2
月
1
1
日
ま
で
大

泉
町
二
丁
目
1

7
番
の
陽
和
病
院
の
病
棟
改

築
に
先
立
っ
て
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
4
年
に
第
一
次
調
査
、
平
成
8
年
に
第

二
次
調
査
、
平
成
1
9
年
に
第
三
次
調
査
を
実

施
し
、
今
回
は
第
四
次
調
査
で
す
。

調
査
箇
所
は
、
第
三
次
調
査
箇
所
の
外
側

で
す
。
西
側
と
南
側
部
分
は
配
管
な
ど
の
撹

乱
に
よ
り
遺
構
の
残
り
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
北
側
部
分
で
新
た
な
縄
文
時
代
中
期
の

竪
穴
住
居
跡
や
、
土
器
が
逆
さ
に
埋
設
さ
れ

た
墓
と
考
え
ら
れ
る
土
坑
　
（
写
真
右
）
　
が
出

9　 〈　1払　 三 †ユ は　 き 1象山
垂
て
毒 号

室 責

真美 萱
室

妻　　 …

薫
次 調 査

〟 ．廿．粥k l 差

　 妻
を　 星

第三次調査全測図と第四次調査の位置（斜線部分）

土
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
住
居
跡

か
ら
縄
文
土
器

が
つ
ぶ
れ
た
状

態
で
出
土
し
て

い
ま
す
。
縄
文
時

代
中
期
の
「
加
曽

利
E
3
式
土
器
」

が
内
面
を
上
に

し
て
割
れ
た
状

態
で
出
て
い
ま

す
。
こ
の
周
辺
か

ら
は
打
製
石
斧

と
垂
飾
り
が
出

土
し
て
い
ま
す

（
写
真
左
）
。

平
成
2
2
年
度
に

は
整
理
作
業
を

行
い
、
報
告
書
を

刊
行
す
る
予
定

で
す
。

墓と考えられる土坑

寄
贈
遺
物
の
紹
介

住居跡の調査風景

千
葉
県
在
住
の
方
か
ら
遺
物
の
寄
贈
を
う

け
ま
し
た
。
昭
和
初
期
頃
現
在
の
区
内
に
居

住
し
て
い
た
寄
贈
者
の
叔
父
が
、
中
野
区
江

古
田
周
辺
で
採
集
し
た
遺
物
で
す
。
所
有
者

が
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

写
真
の
右
上
は
旧
石
器
時
代
の
尖
頭
器

（
槍
先
）
　
で
す
。
そ
の
他
は
縄
文
時
代
の
石

器
で
、
小
形
の
も
の
が
石
鍛
（
矢
の
先
）
、
左

の
2
つ
は
打
製
石
斧
で
す
。

寄贈された石器類

垂飾り・縄文土器・打製石斧

区
登
録
文
化
財

「
憲
章
基
点
毒
住
居
址

出
圭
器
」
を
票
し
亨

中
村
南
ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン
タ
ー
（
中
村

南
1
1
2
・
3
2
）
　
で
、
区
の
登
録
有
形
文
化

財
「
中
村
南
遺
跡
第
2
地
点
5
号
住
居
址
出
土

土
着
」
な
ど
、
施
設
建
設
に
先
立
つ
発
掘
調

査
に
よ
り
出
土
し
た
遺
物
を
展
示
し
ま
す
。

1
月
2
2
日
（
木
）
オ
ー
プ
ン
ー
・

【　2
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未
来
へ
つ
な
げ
る
伝
統
芸
能

～
お
嘲
子
と
子
供
た
ち
～

三
年
に
一
度
の
鶴
の
舞

練
馬
区
で
は
、
昭
和
6
3
年
度
に
「
深
場
（
た

ん
と
う
）
の
儀
」
を
登
録
し
て
か
ら
、
現
在
2
5

の
登
録
無
形
民
俗
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
な

か
で
も
お
嚇
子
は
1
5
団
体
が
登
録
無
形
民

俗
文
化
財
保
持
団
体
に
認
定
さ
れ
て
お
り
、

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
地
域
の
小

学
校
と
交
流
を
深
め
て
い
る
貫
井
輝
子
を
紹

介
し
ま
す
。

て
、
1
6
人
の
児
童
が
数
小
節
ご
と
に
交
代
し

太
鼓
を
た
た
き
ま
し
た
。
演
奏
が
終
わ
る
と
、

全
校
児
童
や
見
学
に
来
て
い
た
地
域
の
方
た

ち
、
保
存
会
の
方
た
ち
か
ら
大
き
な
拍
手
が

あ
が
り
ま
し
た
。

おそろいのはっぴ姿で演奏

貫
井
輝
子
は
貫
井
二
向
松
地
域
に
伝
わ
る

田
渕
流
、
中
間
　
（
ち
ゆ
う
ま
・
早
い
テ
ン
ポ

と
ゆ
っ
く
り
な
テ
ン
ポ
の
間
の
テ
ン
ポ
）
　
の

祭
嚇
子
で
す
。
明
治
期
に
鷺
宮
輝
子
　
（
中
野

区
）
　
か
ら
習
っ
て
成
立
し
た
と
さ
れ
ま
す
。

戦
争
の
時
期
と
、
昭
和
5
0
年
代
に
後
継
者

不
足
で
一
時
中
断
し
た
時
期
が
あ
り
ま
す
が
、

昭
和
6
3
年
に
保
存
会
が
組
織
さ
れ
、
戦
前
に

演
奏
し
て
い
た
方
も
参
加
し
、
伝
承
し
て
い

ま
す
。
平
成
1
6
年
3
月
に
区
の
無
形
民
俗
文

化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
1
2
月
6
日
、
練
馬
第
二
小
学
校
で
貫

井
雅
子
保
存
会
の
方
た
ち
と
児
童
た
ち
と
の

演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
練
馬
第
二
小
学
校

で
は
、
3
年
生
の
総
合
学
習
で
貫
井
輝
子
を

と
り
あ
げ
て
お
り
、
そ
の
成
果
を
毎
年
1
2
月

に
行
わ
れ
る
も
ち
つ
き
大
会
で
披
露
し
て
い

ま
す
。保
存
会
の
方
た
ち
の
笛
と
か
ね
に
合
わ
せ

今
年
4
月
の
第
二
日
曜
、
氷
川
神
社
　
（
氷

川
台
四
丁
目
4
7
）
の
春
祭
で
三
年
に
一
度
の

神
輿
渡
御
（
み
こ
し
と
ぎ
ょ
）
行
列
が
催
さ
れ

ま
す
。
神
社
か
ら
神
輿
を
か
つ
い
だ
行
列
が

お
浜
井
戸
（
桜
台
六
丁
目
3
2
）
ま
で
歩
き
ま

す
。
神
輿
が
発
祥
地
へ
遷
（
う
つ
）
る
こ
と
か

ら
　
「
お
里
帰
り
」
　
と
も
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

行
列
の
途
次
で
歌
わ
れ
る
　
「
神
輿
渡
御
の

御
供
道
中
歌
」
　
は
、
中
世
の
歌
の
詞
章
を
よ

く
伝
え
て
お
り
、
古
く
か
ら
歌
い
継
が
れ
て

い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。

お
浜
井
戸
に
行
列
が
到
着
す
る
と
、
祝
詞

の
後
で
獅
子
舞
と
　
「
鶴
の
舞
」
　
が
奉
納
さ
れ

ま
す
。
「
鶴
の
舞
」
は
、
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ

る
鶴
の
擬
態
芸
能
で
、
雌
雄
一
対
の
鶴
に
扮

し
て
冠
を
か
ぶ
っ
た
演
者
二
人
が
、
太
鼓
に

あ
わ
せ
て
紋
付
き
羽
織
を
ひ
ろ
げ
羽
ば
た
く

よ
う
に
舞
い
ま
す
。
全
国
的
に
も
珍
し
い
こ

の
舞
の
起
源
は
未
詳
で
す
が
、
五
穀
豊
穣
や

子
孫
繁
栄
な
ど
を
願
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

ま
た
氷
川
神
社
に
は
、
神
輿
渡
御
行
列
の

様
子
を
彩
色
豊
か
に
描
い
た
明
治
4
3
年
（
一

九
一
〇
）
1
2
月
の
奉
納
絵
馬
が
あ
り
、
当
時

の
春
祭
の
様
相
を
伝
え
て
い
ま
す
。

◇
「
鶴
の
舞
」

（
平
成
6
年
度
区
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

◇
「
神
輿
渡
御
の
御
供
道
中
歌
」

（
平
成
4
年
度
区
登
録
無
形
民
俗
文
化
財
）

◇
「
神
輿
渡
御
行
列
図
絵
馬
」
（
非
公
開
）

（
平
成
1
2
年
度
区
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
）

【
問
合
せ
】
氷
川
神
社

電
話
0
3
（
3
9
9
3
）
0
3
9
1

高校生も後継者！

熱演する貫井輝子保存会の皆さん

第
品
郷
土
芸
覚
り
ま
座
公
演

・
日
時
　
2
月
2
2
日
（
日
）

1
3
時
3
0
分
～
1
6
時
4
0
分

・
場
所
　
練
馬
公
民
館
　
ホ
ー
ル

・
出
演
　
白
山
神
社
嚇
子
連

谷
原
嚇
子
保
存
会

石
神
井
台
暁
子
連
中

（
右
の
3
団
体
は
区
登
録
無
形
民
俗

文
化
財
保
持
団
体
）

春
日
町
こ
ど
も
暁
子

小
鹿
野
歌
舞
伎
保
存
会

（
埼
玉
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
保

持
団
体
）

・
主
催
　
練
馬
区
教
育
委
員
会

・
協
力
　
練
馬
区
民
俗
芸
能
協
議
会

・
そ
の
他
　
入
場
無
料
・
自
由
席

・
問
合
せ
　
練
馬
公
民
館

電
話
0
3
　
（
3
9
9
1
）
　
1
6
6
7

3
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棲
　
盛
亡
さ
ん
人
間
国
宝
に

区
内
在
住
の
桂
盛
仁
さ
ん
が
、
昨
年
9
月

1
1
日
に
人
間
国
宝
（
重
要
無
形
文
化
財
保
持

者
）
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

彫
金
家
の
桂
さ
ん
は
、
江
戸
金
工
の
伝
統

的
な
彫
金
技
術
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
新
し

い
感
性
を
取
り
入
れ
、
独
自
の
世
界
を
作
り

あ
げ
て
い
ま
す
。
彫
金
は
、
聖
（
た
が
ね
）
や

金
槌
等
を
使
い
金
属
を
立
体
的
に
造
形
し
た

り
、
文
様
を
素
地
に
彫
る
装
飾
技
術
で
す
。

工
房
に
は
、
小
さ
な
引
き
出
し
が
沢
山
つ

い
た
　
「
聖
ダ
ン
ス
」
　
と
呼
ば
れ
る
道
具
入
れ

が
あ
り
、
中
に
は
数
千
本
の
聖
が
大
切
に
収

納
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
れ
ひ
と
つ
と
し
て
同

じ
も
の
が
な
く
、
全
て
ご
自
身
が
入
手
し
た

聖
を
加
工
し
て
、
作
っ
た
も
の
で
す
。

使
い
込
ま
れ
た
そ
れ
ら
の
垂
を
用
い
制
作

さ
れ
る
作
品
は
、
動
植
物
や
昆
虫
を
題
材
に
、

金
属
の
も
つ
独
特
の
色
彩
を
生
か
し
て
、
繊

細
で
精
巧
な
帯
留
め
な
ど
の
小
金
具
と
な
り
、

そ
の
高
度
な
技
は
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

○蛙　帯留金具

縦2．0横3．8高0．8cm

昨
年
1
1
月
2
1
日
、
国
の
文
化
審
議
会
か

ら
牧
野
記
念
庭
園
　
（
区
登
録
文
化
財
）
　
を
登

録
記
念
物
　
（
名
勝
地
・
遺
跡
関
係
）
　
と
す
る

答
申
が
あ
り
ま
し
た
。

牧
野
記
念
庭
園
は
、
「
日
本
の
植
物
分
類

学
の
父
」
　
と
し
て
著
名
な
牧
野
富
太
郎
博
士

（
文
久
2
年
～
昭
和
3
2
年
〔
一
八
六
二
～
一

九
五
七
〕
）
　
が
、
大
正
1
5
年
か
ら
逝
去
す
る

ま
で
居
住
し
、
研
究
の
場
と
し
て
3
0
余
年
を

過
ご
し
た
居
宅
と
庭
の
跡
で
、
昭
和
3
3
年
に

開
園
し
ま
し
た
。

桂
さ
ん
は
、
昭
和
1
9
年
文
京
区
に
生
ま
れ
、

父
の
盛
行
氏
に
師
事
し
、
文
化
庁
長
官
賞
や

東
京
都
知
事
賞
な
ど
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

日
本
伝
統
工
芸
展
の
鑑
査
委
員
を
務
め
た

ほ
か
、
現
在
は
創
作
の
傍
ら
、
大
学
や
東
京

都
内
の
専
門
学
校
な
ど
で
後
進
の
指
導
育
成

に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

盛仁さん

○蟹　金子　縦7．0横9．5高3．5cm

牧野記念庭園入口

開
園
　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

入
園
無
料

休
園
　
火
曜
日
　
（
祝
日
の
と
き
は
翌
日
）
　
と

年
末
年
始
　
（
1
2
月
2
8
日
～
1
月
4
日
）

交
通
　
西
武
池
袋
線
大
泉
学
園
駅
南
口
下
車

徒
歩
5
分

牧
野
博
士
は
高
知
県
の
造
り
酒
屋
に
生
ま

れ
、
幼
少
期
か
ら
草
花
に
興
味
を
抱
き
、
後

に
国
内
各
所
で
多
く
の
標
本
や
資
料
を
集
め

て
研
究
し
、
明
治
2
1
年
に
は
「
日
本
植
物
志

図
篇
」
の
刊
行
を
始
め
、
翌
2
2
年
に
日
本
人

と
し
て
初
め
て
新
種
に
命
名
し
ま
し
た
。
大

正
1
5
年
の
関
東
大
震
災
を
経
て
大
泉
に
居

を
構
え
た
後
、
「
牧
野
日
本
植
物
図
鑑
」
な
ど

多
数
の
著
作
を
残
し
て
い
ま
す
。

文
化
勲
章
受
賞
、
名
誉
都
民
、
ま
た
今
年

度
名
誉
区
民
と
し
て
顕
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

約
2
千
禦
m
の
園
内
に
は
、
博
士
が
発
見

し
命
名
し
た
草
木
な
ど
3
4
0
余
程
が
植
栽
さ

れ
、
記
念
館
陳
列
室
や
　
「
牧
野
翁
書
斎
保
存

鞘
堂
（
さ
や
ど
う
）
」
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

牧野翁書斎

問
合
せ
庭
園
事
務
所

（
東
大
泉
6
・
3
4
・
4
）

電
話
0
3
　
（
3
9
2
2
）
　
2
9
2
0

（
平
成
2
1
年
度
改
修
工
事
の
予
定
）

4再生紙を使用しています


